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新型インフルエンザ（A／HINl）の国内発生に係る対応について  

○ 先般、匡内において新型インフルエンザの発生が確言忍されたことを受け、新型イ   

ンフルエンザ患二王‾こ甜＼らの採血の見合わせ及び献血後に新型インフルエンザを発症   

した場合の対応等※1を、並びに、献血受け入れ体制確保及び医療機関への適正   

使用の要請等※2について日本赤十字社血液事業本部及び都道府県あて通知し   

たところ。   

※1「三＝月聖インブノノニンザの国内発生に係る血液製剤の安全性確保について」（平成21年5  

月柑ヨけ十㍍生育働省医薬食品局血液対策課長通知〉  

；；ご2「折型インブノレニンザの国内発生に係る血液製剤の安定供給確保について」（平成21  

年5月21F雄け度生労働省医薬食品局血液対策課長通知〉  

日本赤十字社血液事業本郡∴こ 二簑  

新型インフルエンザこ7／J∑‥‘一土  

新型インフルニンザの五7∴．  

しては血清莞罠パの安全性古ナ1三で妄∴  

1 献血希望者の発熱等の‥広三∴ 7有＝‘   

エストナイルウイルス等のミ：リ、ノ或三‘ご∴   

て」（平成16年7月13日、薬二′こう㌧貴細7∴－、′8；；   

ある者の取扱いについても弓ヱ∴ノー己き1 －こ′ノ1  

2 献血希望者が新型インフノ／二∴ン 

ルエンザを除く。）と7日以内」二∴、さ厚∴ご‥   

当該献血者に発熱等の症状ン：▲′J、こ・ノ  

3 献血を行った者が、．沃エユ㌧｛∴シ∴∴   

ンフルエンザに嵐患の紆ノ、   

なった場合には、直ちに款二′二   

った事実を伝えるよう、隕ナ  

4 採血した血液が、献血をノノニ ニキ’▼二   

り新型インフルエンザに耀仁∴ 二‘し、′  ノけ．1   

当該血液を血液製剤のノ賢料と、ノノし三いこ   

また、当該血液を原料とナ′三＿－ユ推1、．三 ノ」▲＞ノし   



合は、当該医務梼牒に対して遅滞なく当該献血後情報を提供するとともに、  

表皮牒の場合には当該製剤を回収すること。   

都道府県衛生主管部（局）享．；点  

互生芳1】  

新型インフルエンザの国内圭二；巨に（系ろ血統三  

新型インフルエンザの国内先王刊が轟ぺ・され、  

本赤十字社血液事業本部長あ∵王㌦し悠⊥た。  

旨を御了知いただきますようエコ∴、いたノミ三ナ  

ト・  
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㍍÷∴甘首悠」＿戸」▼Jトノ ⊥－ 殿  日本赤十字社血液事業本部長 侵  

厚生労働省医薬食品局血液対策課長  

・ ㌻店内発生に係る血液製剤の安定供給確保について   新型インフルエンザ町甘  ′ 

ノr∴、し三ご！′＼†におい｝／∴持」インフルエンザの発生が確認されたことを受け、「新型インフ  

左琉隼軋生∴ ろ正信想剤の安全性確保について」（平成21年5月18日付け  

‾ ∴‾‥ 二 

、 

j〔菜：：こ㌻子「；／ト 肛し＼しているところである。  

－十∵字血渡センターの献血確保量に関する調査結果を受け、日  

＼′ノJ 宝汗ナ字ごこてJ」■ごし′∴1yこ通知（別添1）したところである。調査結果（別添2）に  

）   こ移出※ ‡：二形響が見られることから、血液製剤の供給が滞ることのな  

′Ll、 昔‾F市町村及び日本赤十字社血液センターと連携を図りつ  

l  紬妃慮をお願いする。  

記  

＼ 方確保を図り、献血受入体制に万全を期すること。  

鳥絹」の適正使用を要請すること。  

先般、国内において新型インフ∴ニ ン十ノニ‡i三こ  

ルエンザの国内発生に係る血漁鉦ノ「ごづiニー三∴言∴∵  

薬食血発第0518001号厚生労働省汚三∴∴う乙‥コ〕1ニくメ∴′†、 

ザ患者等からの採血の見合わせ放こ∴ ‥し伝り′閂「三ノ  

しているところである。   

今般の兵櫨県及び大阪府赤十字」∴ ▼7、ノー ノ〕1．J  

社血液事業本部に設起されている毒′ノ’ンニ′1／→→、  

が滞ることのないよう下記のリバギ÷1∴王1∵∴一」。  

下各血液センターと十分に連事髪を∴  てノノ1三プふ二▲  

状況について随時報誓されたい。  

（1）都道舶、市町′け等∴  
し、献血受入体制に万全を   

（2）血液製剤の安定供給を錐莱＝  
液製剤の供給に不足をさた〉∴と  ＼、」  

るなど適切な対応に努めるて二   

（3）医療機関に対して、血涙某∴十11二こ吏丁］モ㌘三⊥   



打ち一！インノルユーン†′惑菓il兎∃三l」伴う巌血状況  
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 三毛汁泉∩で雲染毛が汗崇されJニロ以沌〔慕7  

大阪府赤十字血液センター  t位二人  

5月18巳（土）  
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減太枠は、大よ府内でせ染書が縫捜された日以離を示ナ   
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200タ．β乙†8  

β．本赤十字＃虚紬野   

新型インフル工ンザ国内発生当初の献血状況（対当初計画比）  

（兵庫・大阪）  

＊「新型インフル工ンザの国内発生に係る血液製剤の安定供給確保について」  

（平成21年5月21日付厚生労働省医薬食品局血液対策課長通知．薬食血発買0521002号）  
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／∴プ誉十ア＃dノだアニ君ネ却  

新型インフル工ンザ国内発生当初の献血状況  

（兵拝・大阪）  

＊ r新諷リインフル工ンザの国内発生に焦る血液製剤の安定供給確保について」  

（1LJ左214i5月21I］付厚生ウ；t鰯‡i医菜食品た〕血液対買‡言葉長速まn．菜食血突貫0521002寺号）  
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● 献血ルームにおける新型インフルエンザ発生から1週間（5／16－22）の献血状況  

PC（血小板）成分献血は、有効期間の短い血小板製剤の安定供絵を図るために優先的に確保したことから、ほぼ当初計画どおりの献血  
実績となっている。また、可能な限り全血献血確保にも努めたことから、一時的にPPP（血菜）成分献血に減少がみられたが、5／21付  

の国から発出された通知以降、関係自治体等も連携しながらその確保を行うことができた。  

● 移動採血での新型インフルエンザ発生から4日間（5／16－19）の献血状況  
全血献血は、大学等の休校や事業所等の協力延期等により、特に発生から4日間（5／16－19）で当初計画の△710人となったことから、  

全国的需給調整（乙000∪）により、適正在庫を維持することができた。  
● 新型インフルエンザ発生当初以降、発生地域を有する血液センターにおける日々の献血状況は、毎日、厚生労働省へ報告している。  

匪亘司  

2（）∂9．8乙丁（I  

β本赤十字忍血腐事業本廊  

新型インフルエンザ国内発生以降の献血状況（対当初計画比）  

（発生都道府県）  
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